
APEBEJA 主催ウエビナー「Día Nacional de la Solidaridad y de Reflexión en la 

Prevención de Desastres」片山大使挨拶【2021 年 5 月 28 日（金）】 

 

 

こんばんは。本日は「全国防災の日」記念イベントに出席できることを嬉しく

思います。 

 

はじめに、「全国防災の日」制定の切っ掛けとなった１９７０年５月３１日の

アンカシュ地震における被災者及び遺族の方々に改めて深い哀悼の意を表しま

す。 

 

また、コロナ禍の中、本イベント開催に御尽力された APEBEJA 関係者に敬意を

表します。 

 

ペルーは、日本と同様、地震や津波等の自然災害を多く経験しており、防災は

両国の協力重点分野です。日本政府はこれまで、CISMID を始めとした関係機関

と連携し、JICA プロジェクト等を通して技術移転・交流等を実施し、防災対策の

強化を進めてまいりました。その成果は、ペルーに留まらず南米各国に共有され

てきました。我が国は、今後とも積極的に支援を行ってまいります。 

 

本日のイベントでは、メキシコとチリの専門家による講演も予定されていると

伺いました。また、日本からはペルーと深い関係を持つ山崎文雄先生が講演され

ます。 

 

参加者が各国の経験について理解を深め、防災について改めて認識する機会と

なることを期待し、私の挨拶とさせていただきます。 

 

ありがとうございました。（了） 


